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Abstract  This article describes an interview survey study with students at a famous Institute 
of Technology in Aichi, Japan used to examine the effects of ‘imaging’ on student 
learning. 
The main aim of this study is to understand the effects and logic of the teaching and 
learning through a teaching profession course, the so called-kyoshokukatei in 
Japanese University. This course provides learning opportunity as well as school 
internship to help students to become a school teacher professionally. 
This research reports mainly on an interview with 7 students (5 undergraduate and 2 
graduate). From this study it can be seen that students may be inspired by being 
involved in the learning task through the course and can be motivated through the 
mechanism of ‘imaging’. In addition, it can be clarified the impact of ‘imaging’ on 
student accumulation of knowledge, professional learning, learning how to learn and 
knowing about construction of theory the underlying subject matters. 

１ 研究の目的 

本稿の目的は、知識・技能を習得する際の「イメージ

化」が学習者自身に及ぼす影響を明らかにすることであ

る。ここで言う「イメージ化」は、これまで学んだこと、

経験したことや感覚などを基にして、様々な物事を自分

なりに理解し、納得した上で構造化することである。様々

な物事とは、教職課程を履修している学生の専門科目や

教職課程における学びとその成果、キャリア選択のこと

である。

これまでの研究では、工業科の生徒の知識・技能の習

得に関して、生徒の「イメージ化」を促す教師の指導法

が検討されてきた。工業科の生徒は実習や実験などを通

して手続き的知識を理解する。しかし、物事を抽象化・

一般化して理解し、複雑な現象のメカニズムが説明でき

る生徒は多くない。すなわち生徒は「具体的な理解」と

「抽象的な理解」の間に存在する「半抽象的な理解」に
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留まっていることが多いと予想された １）。

こうした工業科出身の大学生の学びのメカニズムを

解明するため、本稿では、教職課程の学生に焦点を当て、

①工業科出身の学生を対象としたこれまでの研究 １）の

柱を用いて分析し、②大学における学びに関して、「イメ

ージ化」が学習者自身にどのような影響があったのかを

明らかにする。具体的には、これまでの研究成果 １）を

レビューし、その結果をもとに、専門科目や教職課程の

学び、キャリア選択に「イメージ化」が及ぼした影響を

分析し、考察する。

２ 研究の方法 

２・１ 研究の課題 

これまでの研究 １）では、学校現場の教師と教職課程

の学生への聞き取り調査を通して、教師が日常的に行っ

ている指導法は生徒の理解の過程に合わせたことを明ら

かにしてきた。その指導法とは、生徒の「イメージ化」

を促すものである。生徒の「イメージ化」を促すことで、
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具体的な理解から半抽象的な理解が可能となる。調査は

授業者である工業科の教員に聞き取りを行う一方で、工

業科高校出身の学生に受けた授業を振り返ってもらい、

どのような指導を受けたかの聞き取りも行っている。し

かし、分析は主に授業者の立場から見た指導法に焦点を

当てたものである。そのため、工業科の授業において実

際に「イメージ化」を促す指導を受けてきたのかどうか

を学習者の立場から把握する必要がある。

そこで、本稿では工業科出身で教職課程の学生のみを

対象とした聞き取り調査を行い、これまでの研究 １）の

方法を援用し、得られたデータを分析する。そして、工

業科の授業に「イメージ化」を促すどのような指導法と

要素が存在するのかを把握し、学習者が大学の学びにお

いてどのような影響を受けたのかを明らかにする。

２・２ 調査対象とデータ収集 

本調査では、知識・技能を習得する際の「イメージ化」

が学習者自身に及ぼす影響を明らかにすることを目的と

している。

学部大学生 5 名、大学院学生 2 名を対象に、以下のと

おり、基本的に対面で聞き取り調査を行ない、2名は zoom

で、追加調査は対面と zoom で実施した。 
①学部学生 A：2020 年 6 月 30 日、zoom。

②学部学生 B：2020 年 7 月 13 日、対面。

③学部学生 C：2020 年 12 月 24 日、対面および 2021
年 3 月 13 日、zoom。

④学部学生 D：2020 年 12 月 24 日、対面および 2021

年 3 月 13 日、zoom。

⑤学部学生 E：2021 年 3 月 3 日、zoom。

⑥大学院学生 F：2020 年 2 月 19 日、対面および 2020
年 7 月 8 日、対面。

⑦大学院学生 G：2020 年 7 月 8 日、対面。

聞き取り調査の主な内容は、工業科高校進学の理由、

大学進学の理由、教員志望の動機、工業科高校と大学の

授業で受けた指導法の違い、学部の専門科目の学び、教

職課程における学び、キャリア選択などである。

３．分析結果 

３・１ 「イメージ化」を促す指導法と要素の把握 

これまでの研究の方法を用いて、聞き取り調査のデー

タを分析し、工業科の生徒の「イメージ化」を促す指導

法を分類する（表 1 を参照）。その結果、既存知識に例え

る指導法、図・絵を描く指導法、教室で簡単な実験を見

せる指導法、理論と体験を関連づける指導法の 4 つと、

①身近なもの、既知のもの、興味関心のものに例える、

②見える化する、③理論と体験を関連づけるという３つ

の要素の存在が把握できる。これまでの研究結果 １）と

同じである。

３・２ 「イメージ化」が学習者自身に及ぼす影響 

聞き取り調査のデータを分析した結果を図 1 に示す。

工業科高校における学びや経験が学習者の「イメージ化」

を促し、大学における学びとその成果に影響を与えてい

る（図 1 を参照）。 

３・２・１ 学びとその成果 

専門科目と教職課程における学びに「イメージ化」が

及ぼしている影響は以下のとおりである。

３・２・１・１ 専門科目における学びへの影響 

知識・技能の習得に関する「イメージ化」が、専門科

目の①知識の習得、②深い学びの実現、③学問の道への

追究の 3 つに影響を与えている（表２を参照）。 
①知識の習得

学生 C の“物理的な現象をイメージして、だからこう

いう式となるのかと理解する”や学生 D の“原理みたい

なのは・・・なんとなくわかる”というように、専門科

目の知識を自分なりのイメージで理解している学生は、

概要までの理解に留まっているものと予想される。また、

学生 F は、目に見える図などを用いて説明されるとイメ

ージしやすく理解しやすいが、ことばや数式だけで説明

される場合は理解が難しいという。自身が専門科目の知

識を習得するには「イメージ化」が必要であることを自

覚している学生も存在する（表 2 を参照）。 
②深い学びの実現

 原理や公式を自分なりのイメージで理解することから、

自身が納得できるまで深く理解する、概念化するように

なる。

学生 B のように、自分なりのイメージで理解していた

原理や公式の意味が、実習や実験などの具体的なものを

見たり触れたりする体験や感覚によって、理論と現象が

結びつき、原理や概念を深く理解できる場合もある（表

2 を参照）。  
そして、学生 A は大学で学んでいる理論が理解できる

と、“高校でなんとなくやっていたことが、大学にきた

らああなるほどこういうことなんだ”と概念化できた喜

びを実感し、“それが楽しい。”と学びの楽しさや面白

さを味わっているようである（表 2 を参照）。 
また、原理や公式を自分が納得できるまで理解するこ

とが重要だと認識している学生 C と F は、満足できるま

で調べたり、友人に相談したり、授業者に質問して、自
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表 1 工業科の生徒の「イメージ化」を促す指導法 
（筆者がインタビュー調査結果から一部を抜粋して作成） 

図 1 学習者自身への「イメージ化」の影響（筆者が作成） 

15



愛知工業大学研究報告,第 57号, 令和 4年,Vol.57,Mar,2022 

ら積極的に理解し、自分のことばで表現しようとして

いる。また、授業後に教員に残ってもらい、自身が納

得するまで理解し、計算問題が解けるまで教えてもら

っている学生 F や“徹底的に調べ、友人と相談する”

学生 C は、理解するための方法、学び方も自覚してい

ることがうかがえる（表 2 を参照）。 
③学問の道への追究

高校で習得する具体的な手続き的知識と大学で習得

する概念的知識の違いに気がつき、理論自体に面白さ

や楽しさを感じ、さらに追究していきたいと思う学生

A や、専門分野の研究に面白さを感じて、大学院に進

むという学生 G のように、学問の道への追究に向かう 

学生も見られる（表 2 を参照）。 

３・２・１・２ 教職課程における学びへの影響  

「イメージ化」が教職課程における学びの①授業観、

②目指す教師像の２つに影響を与えている（表 3 を参

照）。工業科出身の教職課程の学生は、受けた授業や出

会った教師に大きく影響されているようである。

①授業観の構築

学生のほとんどは模擬授業や教育実習の際、高校で

受けた授業を思い出しながら、自分なりに授業をイメ

ージし、デザインしている（表 3 参照）。学生が授業を

行うにあたって重要だと考えているのは、「イメージ

表 2 専門科目における学びへの「イメージ化」の影響 

（筆者がインタビュー調査結果から一部を抜粋して作成） 
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表 3 教職課程における学びへの「イメージ化」の影響 

（筆者がインタビュー調査結果から一部を抜粋して作成） 
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化」を促す指導、導入、対話の 3 つである。例えば、

学生 G のように自身が「イメージ化」により現象を理

解できたと認識している場合は、「イメージ化」を促す

指導を授業に取り入れようとしている。また、導入は

授業の意欲を高め参加させることができるものと認識

している学生 E や“工業は必ず導入がある”という学

生 D のように、工業科の生徒にとって授業の導入は重

要だと考えているようである。学生 C の“会話をかな

り大事にしてくれたので、そういうのは意識して自分

の授業にも取り入れていきたいな。”という発言のよう

に、対話も大切だと考えている学生も存在する。

②目指す教師像の創造

学習者に理解を促す指導や主体的な学びを促す授業

を実践してくれた教師、また、生徒の気持ちに沿った

進路相談をしてくれた教師に出会い、その姿を目の当

たりにして、そうした教師に憧れ、自身もそうなりた

いと強く思っている学生 C や学生 E もいる。“工業高

校の先生のていねいな授業の姿が目指す教師像”とい

う学生 C のように、生徒に寄り添い、理解を促す指導

を行っている授業の時の姿こそ目指す教師の姿である

と考えている学生もいる（表 2 を参照）。 
学生が高校で理解を促す授業や生徒主体の学びを促

す授業を受けた経験から授業観を構築し、その授業を

実践している教師の姿から目指す教師像を描いている

ことが本稿では明らかになった。

３・２・２ キャリア選択 

教職課程の学生のキャリア選択は、①教職に就く場

合、②大学院に進学する場合、③企業に就職する場合

の３つである（表 4 を参照）。 

学部卒業後にすぐ教職に就いた学生 B、C、D、E の 4

人は、高校時代の早い段階から工業科の教員になろう

という目標を持っており、そのために大学に進学し、

教職課程を履修している。学生 E の“企業の就活はし

た方がよいと強く勧められたが、やっぱりしたい仕事

は何かというと教職だった。”とあるように、教職を選

択する決意はゆらぐことはなかったようである。どの

学生も強い教員志望であることがみてとれる（表 4 を

参照）。

 大学院に進学した学生 F と G の 2 人は、専門的な知

識をより深めたいという願望が学部の学びの過程で芽

生えてきたようである。学生 G は進路選択にあたって、

目指す教師の姿と自身の姿を比べ、今の自分に不足し

ている知識を習得することが必要であると判断して大

学院に進学している（表 4 を参照）。 

企業への就職を選択した学生 A と学生 F は、入学当

初は教職を目指していたが、大学で専門知識を学んだ

ことにより、自らの専門性を企業で生かし高めたいと

考えるようになる。しかし、２人とも企業を選択した

にも関わらず、いつかは教職に就きたいという希望も

持っており、将来は教職に就く可能性もあると考えて

いる。また、2 人は教師になる前に一度は企業での経

験が必要だとも考えている。企業に就職したことのな

い教師に対して、学生 F は工業高校で就職指導ができ

るのか、学生 A は企業の現場の話ができるのかという

疑問をそれぞれ抱いていたこともあり、企業への就職

を選択している。このように、高校で出会った教師の

キャリアを参考にキャリア選択している学生もいる

（表 4 を参照）。 

本稿の結果では、工業科出身の教職課程の学生は、

大学卒業時に企業への就職や大学院への進学を選択し 

 表 4 キャリア選択に対する「イメージ化」の影響 

（筆者がインタビュー調査結果から一部を抜粋して作成） 
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たとしても、将来的には教職を選択する可能性があ

ると考えていることが明らかとなった（図 2 を参照）。 

４ 考察 

４・１ 専門科目の学びが広がる 

工業科出身の学生は、高校の授業で「イメージ化」

を促す指導を受けてきていることが多く、現象を自分

なりのイメージで捉えて理解していることがわかった。

そうした学生が大学で理論を学ぶ場合は、ことばや公

式だけで直ちに理解するのは難しい。図や絵を用いた

り、実験や実習の機会に実際に現象を身体で体験した

りすることで、理論と実験が結びつき、原理を理解す

ることが可能となるようである。そして、理論の可能

性や汎用性を知り、その魅力に気づき、深く学ぶこと

の意義や必要性を認識することもある。同時に、深い

学びの面白さや楽しさに出会うこともある。そのため、

単に公式から答えを算出することで終わることなく、

理論の深い理解のために努力を惜しまず、納得できる

まで主体的に学ぼうとする。主体的に学ぶ姿勢も高校

 

で受けた授業による影響とも考えられる。事実、そう

した学生の姿を見ることが多い。中にはさらに専門的

知識を学びたい、理論を追究したいという欲求を持ち、

研究に進む学生に出会うこともある。

こうしたことから「イメージ化」は学習者自身の学

びが広がり、深めるような影響を与えるものではない

だろうか。すなわち、学習者自身の学びの質を高める

効果があるものと考えられる。

４・２ 教職課程の学びが広がる 

本稿では、工業科出身の学生の授業観や目指す教師

像は高校で受けた授業や出会った教師の姿に強く影響

をされていることがわかった。目指す教師像も授業を

実践する教師の姿であり、学生にとって“学び”が関

心の中心のようである。

教壇に立った時、高校での授業を思い出し、学習者

が主体的にどう学んでいくのかをイメージし、主体的

な学びを促す指導を実現しようとするのだと思われる。

また、理解を促す指導を実現するためには、理解の過

程を把握する必要がある。そのため、学生が授業をデ

図 2 工業科出身の教職課程の学生のキャリア選択 

（筆者作成、2020 年日本教育学会第 28 回研究大会で発表したものに加筆修正） 
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ザインする際には、今まさに自身が大学で専門科目を

学んでいる姿を振り返り、原理や公式をどのように理

解していくのかをたどり、理解するには何をしたらよ

いのかという学び方をイメージしているものと考えら

れる。したがって、「イメージ化」は、授業者としての

授業デザインにおいても、学習者としての自身の学習

デザインにおいても、主体的な学びを広げるような効

果もあのだろう。

５ 今後の課題 

本稿は、工業科出身の学生は実習や体験といった具

体的理解から「イメージ化」という半抽象的理解を経

て、さらに原理や公式で表される抽象的理解へと向か

うような理解の過程を経るという考えを基にしている。

しかし、本調査の中で、“実際のものを見て、教科書を

見返して、ああこう言うことなんだと思った。”という

発言も確認でき（表 2 を参照）、具体的理解と抽象的理

解を行き来することで、理解が深まる場合もあるよう

である。また、半抽象的理解から抽象的理解へと向か

う、すなわち「イメージ化」から次のステップであろ

う、“本当にわかった”という深い理解となるには、ど

うしたら大学の授業で実現できるのかを検討する必要

もある。そこで、「イメージ化」と“わかる”や深い理

解のメカニズムの研究成果 ２）３）４）５）６）を踏まえ、

まずは工学部学生の具体的理解、半抽象的理解、抽象

的理解や深い理解に関する学びのメカニズムを明らか

にしたい。

今後は普通科出身の学生も対象とし、工業科出身の

学生と比較することで、授業観、教師像、キャリア選

択への「イメージ化」の影響の違いを明らかにするこ

とを課題にしたい。

本稿では、模擬授業や教育実習の授業デザインの際

に、高校で受けた授業の影響が強いことも明らかにな

った。しかし、聞き取り調査の中で模擬授業や教育実

習時に他者の実践から学び、授業観が変わっていくこ

とを示唆している発言も見られる（表 3 参照）。教科指

導力を形成・向上するには、授業観の形成や変容を明

らかにすることは重要であると思われるため、これま

での研究成果 ７）８）を基に、工業科の授業観の形成や

変容と「イメージ化」の関係も明らかにしたい。

参考文献 

１）小出禎子：工業科の知識・技能の習得に関する指

導法−生徒の「イメージ化」の分析を中心に−,愛知工業

大学研究報告,54,43-49,2020.
２）佐伯胖：「わかり方」の探究−思索と行動の原点−,
小学館,東京,2004.
３）北尾倫彦：「深い学び」の科学−精緻化、メタ認知、

主体的な学び−,図書文化,東京,2020. 
４）山本修一：イメージ化がもたらす深い理解と数学

の有用性−ソフト Mathematica を活用して−,数理解析研

究所講究録,1780,221-231, 2012.
５）浅野照雄,岩井哲：構造力学における現象のイメー

ジ化教育,工学教育,51(5),4-10,2003.
６）梶山正明他：イメージ学習法による化学的創造性

の育成,日本科学教育学会年会論文集,21,42,1997.
７）山崎敬人：教師志望学生の理科授業観の形成と変

容−初等理科教育法Ⅰにおける調査から−,学校教育実

践学研究,14,21-30, 2008.
８）山崎敬人：教育実習生の理科授業観に関する研究−

教育実習期間における授業イメージの変化−,理科教育

学研究,44(2),71-81,2004. 

なお本稿は、第 28 回日本教育学会大会において発表

したものを基にレビューし、再検討した上でまとめた

ものである。

（受理 令和 4 年 3 月 18 日） 
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